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特別利益の計上および連結・個別業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2022 年 3 月期第 4 四半期連結会計期間において特別利益（投資有価証券売却益）を計上す

るとともに、2022 年 3月期（2021 年 4月 1日～2022 年 3 月 31 日）の連結・個別業績予想について修

正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別利益（投資有価証券売却益）の計上について 

当社は、政策保有株式の見直しを通じた資本効率の向上を図るため、2021年5月14日に公表いた

しました「「長期経営ビジョン２０５０『未来をつつむ』」および「中期経営計画２０２５」策

定に関するお知らせ」のとおり、2021 年度から2025 年度までに400億円規模の政策保有株式の売

却を計画しております。2022年2月7日から2月25日までに、その一部として176億円の政策保有株

式を売却したことにともない、2022年3月期第4四半期において投資有価証券売却益として155億円

を特別利益に計上いたします。 

 

２．業績予想の修正 

（１）2022 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（2021 年 4 月 1日～2022 年 3 月 31 日） 

 

連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（2022 年 2 月 4日公表） 

百万円 

813,000 

百万円 

34,000 

百万円 

42,000 

百万円 

29,000 

円 銭 

157.07 

今回修正予想（Ｂ） 813,000 34,000 42,000 39,000 211.24 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 0 0 10,000  

増減率（％） 0.0 0.0 0.0 34.5  

（ご参考）前期実績 
（2021 年 3 月期） 748,724 26,667 27,326 15,946 84.79 

 



（２）2022 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（2021 年 4 月 1日～2022 年 3 月 31 日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（2021 年 7 月 30 日公表） 

百万円 

21,000 

百万円 

10,000 

百万円 

9,000 

円 銭 

47.85 

今回修正予想（Ｂ） 21,000 10,000 19,000 102.91 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 0 10,000  

増減率（％） 0.0 0.0 111.1  

（ご参考）前期実績 
（2021 年 3 月期） 20,010 10,083 7,776 41.35 

 

３．修正の理由 

2022年3月期通期の連結業績予想につきましては、上記１．のとおり特別利益を計上することに

より、親会社株主に帰属する当期純利益は、前回予想を上回る見込みです。 

また、2022年3月期通期の個別業績予想につきましても、連結業績と同様の理由により、当期純

利益は前回予想を上回る見込みです。 

 

 

2022年3月期の期末配当金につきましては、「中期経営計画２０２５」に掲げた株主還元方針にお

いて、資産売却等による特別損益は、原則として、総還元性向および連結配当性向を算定するうえ

では考慮しないこととしているため、2022年2月4日公表の予想から変更ございません。 

なお、2022年3月期における投資有価証券売却益を除いた、みなし総還元性向は82.5％、みなし連

結配当性向は50.1％となる見込みです。 

 

（ご参考）「中期経営計画２０２５」に掲げた株主還元方針 

「中期経営計画２０２５」期間中は、総還元性向 80％を目安に株主還元を行います。 

① 配当金 

連結配当性向 50％以上を目安とする 

1 株当たり 46円を下限とし、段階的に引き上げる 

② 自己株式取得 

機動的に実施する 

※資産売却等による特別損益は、原則として、総還元性向および連結配当性向を算定するうえ

では考慮いたしません 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後さまざまな要因により予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 以  上 


